




－ 1 －

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………2

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………2

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………3

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ………………………………………………………………3

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ……………………………………………3

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 …………………………………………3

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………4

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………6

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………8

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………8

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………8

決算短信 （宝印刷）  2014年10月31日 15時18分 1ページ （Tess 1.40 20131220_01）

（株）イマジカ・ロボット ホールディングス(6879)　平成27年3月期 第2四半期決算短信



－ 2 －

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　 ①当第２四半期連結累計期間の概要

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や金融政策の効果などから、景気は緩や

かな回復基調が続く中で、消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要の反動の長期化や海外景気の下振れなどの要因

により、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　このような環境の下で、当社グループは、映像ビジネスにおいて幅広い事業展開を行っており、グループ一丸と

なって、経営ビジョンに掲げております「映像コミュニケーションにおける新たな価値創造」に向けて、グループ

の総合力を発揮し、収益力及び財務体質を強化することに取り組んでまいりました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績につきましては、売上高は257億53百万円

（前年同四半期比9.4％増）、営業利益は８億29百万円（前年同四半期比47.7％増）、経常利益は８億68百万円（前年

同四半期比23.0％増）、四半期純利益は５億11百万円（前年同四半期比24.0％減）を計上いたしました。

　 ②セグメント別の業績

　 1)映像技術サービス事業

　ポストプロダクション作業におけるテレビ番組関連作業は、バラエティ番組の受注を中心に堅調に推移しまし

た。ＣＭ関連作業の受注は、期首においての市場全体の動きが鈍く、受注状況は低調であったものの下期に向け

回復の兆しが見え始めています。映画分野におきましては、デジタルシネマ関連作業において、夏休み興行後の

新規ラインナップが減少傾向となり、受注本数が伸び悩みました。また、ＤＶＤやＢｌｕ-ｒａｙのパッケージ分

野におきましては、ＤＶＤのプレス作業の受注が堅調に推移し、前年同四半期の実績とほぼ同水準の結果となり

ました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における当該事業分野の業績は、売上高は70億69百万円（前年同四半期

比4.5％減）、営業利益は３億98百万円（前年同四半期比22.5％減）となりました。

　 2)映像ソフト事業

　ＣＭ制作におきましては、当四半期末に受注が増加したことに加え大型案件の納品を完了したことにより、前

年同四半期の実績を上回りました。コンテンツ制作におきましては、制作と出資を行った劇場映画「STAND BY ME

ドラえもん」が８月に公開されたほか、テレビドラマ「MOZU」や「家族狩り」等の制作を行い堅調に推移いたし

ました。また、３Ｄプロジェクションマッピングの映像制作やＮＨＫの「タイムスクープハンター シーズン６」

の制作を受注しました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における当該事業分野の業績は、売上高は65億97百万円（前年同四半期

比29.0％増）、営業利益は１億45百万円（前年同四半期比257.5％増）となりました。

　 3)放送事業

　放送分野におきましては、「イマジカBS」「歌謡ポップスチャンネル」「FOODIES TV」の３チャンネルを運営して

おります。「イマジカBS」は、加入者が着実に増加しており増収基調にあります。「歌謡ポップスチャンネル」は、

ケーブルテレビ等の加入者数及び広告収入が増加し、好調に推移いたしました。また、ホテル事業分野におきま

しては、堅調な受注と経費等の圧縮により営業利益は前年同四半期の実績を上回りました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における当該事業分野の業績は、売上高は28億49百万円（前年同四半期

比6.1％増）、営業利益は52百万円（前年同四半期は営業損失48百万円）となりました。

　 4)映像システム事業

　イメージング分野におきましては、主力の高速度デジタルビデオカメラの販売が新製品の導入により、国内・

海外ともに受注が伸びたため前年同四半期の実績を上回りました。プロ用映像機器分野におきましては、大型案

件等の受注や保守収入により前年同四半期の実績を上回りました。またＣＡＤソリューション分野におきまして

は、ＣＡＤシステムにおける主力商品の販売が堅調に推移いたしました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における当該事業分野の業績は、売上高は55億52百万円（前年同四半期

比16.6％増）、営業利益は７億21百万円（前年同四半期比56.9％増）となりました。
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　 5)人材コンサルティング事業

　人材派遣・請負サービス分野におきましては、主力のＷｅｂ職種やゲームエンタテインメント職種を中心に派

遣者数が前年同期比で増加したことにより、前年同四半期の実績を上回りました。映像技術職種におきましても、

派遣者数が増加し堅調に推移いたしました。一方、コンテンツ制作受託の分野におきましては、ゲーム制作受託

案件の受注がやや低調に推移したことにより、前年同四半期の実績を下回りました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における当該事業分野の業績は、売上高は58億28百万円（前年同四半期

比6.8％増）、営業利益は１億15百万円（前年同四半期比28.7％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べて３億57百万円（1.3％）減少し、274億57百万円となりました。

これは主に、受取手形及び売掛金の減少等によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて３億13百万円（2.2％）減少し、139億17百万円となりました。

これは主に、減価償却による有形固定資産の減少等によるものであります。

これらの結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて６億70百万円（1.6％）減少し、413億75百万円となりまし

た。

②負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べて13億77百万円（10.8％）減少し、113億93百万円となりました。

これは主に、支払手形及び買掛金の減少等によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて63百万円（2.0％）減少し、30億63百万円となりました。

これらの結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて14億40百万円（9.1％）減少し、144億56百万円となりま

した。

③純資産

純資産に関しましては、前連結会計年度末に比べ７億70百万円（2.9％）増加し、269億18百万円となりました。

これは主に、自己株式の処分による資本剰余金の増加等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成27年３月期通期連結業績予想につきましては、平成26年５月８日に公表しました前回発表値から変更はござ

いません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　（税金費用の計算）

　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（会計方針の変更）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を

従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごと

の金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　この結果、従来の割引率から変更が生じなかったため、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与

える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,747,988 11,212,432

受取手形及び売掛金 10,862,373 8,218,310

たな卸資産 5,491,242 6,064,995

繰延税金資産 878,954 948,522

その他 888,276 1,056,929

貸倒引当金 △54,516 △43,949

流動資産合計 27,814,319 27,457,242

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 11,916,716 11,932,200

減価償却累計額 △8,709,300 △8,855,504

減損損失累計額 △187,693 △206,962

建物及び構築物（純額） 3,019,722 2,869,733

機械装置及び運搬具 19,410,491 18,370,639

減価償却累計額 △18,006,119 △17,088,463

減損損失累計額 △228,489 △228,306

機械装置及び運搬具（純額） 1,175,882 1,053,869

土地 2,997,730 2,997,730

建設仮勘定 132,078 602

その他 3,363,240 3,259,030

減価償却累計額 △2,451,267 △2,436,904

減損損失累計額 △34,933 △32,981

その他（純額） 877,039 789,144

有形固定資産合計 8,202,453 7,711,080

無形固定資産

ソフトウエア 488,324 591,810

のれん 1,839 180

その他 89,557 113,120

無形固定資産合計 579,720 705,111

投資その他の資産

投資有価証券 3,146,319 3,257,954

関係会社株式 444,404 454,527

敷金及び保証金 803,912 812,303

繰延税金資産 807,159 763,301

その他 368,349 336,094

貸倒引当金 △121,261 △122,558

投資その他の資産合計 5,448,883 5,501,622

固定資産合計 14,231,057 13,917,814

資産合計 42,045,376 41,375,056
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,933,287 3,632,850

短期借入金 2,000,000 2,000,000

未払金 784,258 582,736

未払法人税等 591,221 385,863

賞与引当金 1,120,254 881,827

変動役員等報酬引当金 143,945 98,164

受注損失引当金 56,478 58,658

その他 3,140,799 3,753,067

流動負債合計 12,770,245 11,393,167

固定負債

長期未払金 357,196 313,225

繰延税金負債 532,440 561,950

退職給付に係る負債 1,866,822 1,889,729

その他 370,578 298,273

固定負債合計 3,127,036 3,063,179

負債合計 15,897,282 14,456,346

純資産の部

株主資本

資本金 3,244,915 3,244,915

資本剰余金 14,414,513 15,187,973

利益剰余金 7,785,652 7,660,206

自己株式 △51 △21

株主資本合計 25,445,029 26,093,073

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 573,692 658,782

土地再評価差額金 △17,933 △17,933

為替換算調整勘定 △80,507 △55,351

退職給付に係る調整累計額 △77,353 △62,807

その他の包括利益累計額合計 397,898 522,689

少数株主持分 305,166 302,947

純資産合計 26,148,094 26,918,710

負債純資産合計 42,045,376 41,375,056

決算短信 （宝印刷）  2014年10月31日 15時18分 5ページ （Tess 1.40 20131220_01）

（株）イマジカ・ロボット ホールディングス(6879)　平成27年3月期 第2四半期決算短信



－ 6 －

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 23,542,552 25,753,312

売上原価 16,997,113 18,623,283

売上総利益 6,545,439 7,130,028

販売費及び一般管理費 5,983,949 6,300,483

営業利益 561,489 829,545

営業外収益

受取利息 2,198 1,490

受取配当金 83,488 35,338

持分法による投資利益 11,127 20,123

その他 63,580 36,405

営業外収益合計 160,394 93,357

営業外費用

支払利息 6,941 5,192

為替差損 － 27,464

その他 8,616 21,442

営業外費用合計 15,558 54,099

経常利益 706,325 868,803

特別利益

固定資産売却益 264 1

関係会社株式売却益 229,257 －

会員権売却益 5,351 1,620

その他 46,210 89

特別利益合計 281,084 1,711

特別損失

固定資産売却損 9,989 345

固定資産除却損 7,204 3,981

移転費用 － 24,944

その他 6,610 518

特別損失合計 23,805 29,790

税金等調整前四半期純利益 963,604 840,724

法人税等 279,474 321,200

少数株主損益調整前四半期純利益 684,130 519,524

少数株主利益 11,080 7,888

四半期純利益 673,050 511,635
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 684,130 519,524

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 194,927 85,090

為替換算調整勘定 41,071 25,156

退職給付に係る調整額 － 14,545

その他の包括利益合計 235,998 124,791

四半期包括利益 920,129 644,315

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 909,049 636,427

少数株主に係る四半期包括利益 11,080 7,888
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成26年４月４日開催の取締役会決議に基づき、公募による自己株式の処分を行い、平成26年４月24

日を払込期日として普通株式2,059,400株を処分いたしました。この結果、当第２四半期連結累計期間において

資本剰余金が773,459千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本剰余金は15,187,973千円となりま

した。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注２）

映像技術サ
ービス

映像ソフト 放送
映像システ

ム
人材コンサ
ルティング

計

売上高

外部顧客への売
上高

7,206,699 5,046,611 2,678,093 4,606,810 4,000,852 23,539,067 3,484 23,542,552

セグメント間の
内部売上高
又は振替高

193,455 66,838 8,312 154,459 1,456,658 1,879,724 △1,879,724 ―

計 7,400,155 5,113,450 2,686,405 4,761,270 5,457,511 25,418,792 △1,876,240 23,542,552

セグメント利益又
は損失（△）

514,477 40,566 △48,581 460,051 162,328 1,128,813 △567,324 561,489

（注）１.セグメント利益又は損失（△）の調整額△567,324千円は、持株会社（連結財務諸表提出会社）等に係る損益

694,957千円及びセグメント間取引消去△1,262,281千円であります。

２.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

「人材コンサルティング」セグメントにおいて、当社の連結子会社であります株式会社イマジカデジタルスケ

ープが、株式会社コスモ・スペースの発行済株式の80％を取得し子会社化したことにより、負ののれんが発生し

ております。当該事象による負ののれんを一括償却したことにより、当第２四半期連結累計期間において負のの

れん発生益45,183千円を計上しております。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注２）

映像技術サ
ービス

映像ソフト 放送
映像システ

ム
人材コンサ
ルティング

計

売上高

外部顧客への売
上高

6,736,465 6,578,861 2,841,936 5,370,609 4,216,599 25,744,472 8,840 25,753,312

セグメント間の
内部売上高
又は振替高

332,934 18,980 7,426 182,337 1,611,634 2,153,312 △2,153,312 ―

計 7,069,400 6,597,841 2,849,362 5,552,946 5,828,233 27,897,785 △2,144,472 25,753,312

セグメント利益 398,753 145,019 52,817 721,683 115,800 1,434,074 △604,529 829,545

（注）１.セグメント利益の調整額△604,529千円は、持株会社（連結財務諸表提出会社）等に係る損益697,631千円及び

セグメント間取引消去△1,302,160千円であります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

映像システムセグメントにおいて、翌連結会計年度中に事務所移転を行うことを決議したことにより、建物附

属設備に係る減損損失を19,268千円計上しております。なお、当該減損損失は、四半期連結損益計算書において、

特別損失の移転費用に含めて表示しております。

（のれんの金額の重要な変動）

重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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